
再生可能エネルギーを安定供給するエネルギー・マネジメント・システムの開発
事業実施団体：株式会社 九電工

途上国向け低炭素技術イノベーション創出事業 対象国：インドネシア

リノベーション・実証の概要

対象とする国・地域における事業化・普及の見込み対象とする国・地域の概要

・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱには有人の離島が多く、基幹送電網（ｸﾞﾘｯﾄﾞ）
で電力を送れないため、主にﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機で地域
ｸﾞﾘｯﾄﾞ（ﾏｲｸﾛｸﾞﾘｯﾄﾞ）を構成している。
・当社は再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ発電と蓄電技術を制御するEMS
（ｴﾈﾙｷﾞｰ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ･ｼｽﾃﾑ）を開発し、自律的に24時間電力
を安定供給する発電ｼｽﾃﾑを国内で実現している。
・本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでは、ｽﾝﾊﾞ島の政府実験施設において現地の
環境に適合したEMS・ﾛﾝｸﾞｻｲｸﾙ技術を施した蓄電池を低
コストで導入するためのﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ及び実証を行う。
これにより、ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電への負荷を低減することで

CO2の大幅な削減を図る。

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ東部に位置するｽﾝﾊﾞ島は、国の再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ
導入ﾓﾃﾞﾙ地域で、政府の実験施設が存在する。
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地図には、添付資料を参
考に出典を明示すること

事業化見込み
STEP1： 現地政府機関（BPPT）と連携して、実証施設施工

後にｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ＆保守（O&M）の手法を確立。
STEP2： 設計改良や現地生産の実施により低ｺｽﾄ化を実現。
STEP3： 官・民市場での受注・販売。EPC / O&Mを担うＳＰＣ

（特定目的会社）の設立を含めた事業ｽｷｰﾑの導入。
普及の見込み
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱでﾏｲｸﾛｸﾞﾘｯﾄﾞに接続されているﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機は
4,600基に達している、2030年に10%以上の置換えを見込む。
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